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県知事賞は竹内さんに 

農業改良生活改善実績発表大会 

 岡山県農業改良生活改善実績発表大会が、２月 24 日、岡山県農業会館で開かれた。大会には農村の青少年、

農業改良普及員ら、約 600 人が参集した。 

 農林９地区を代表して実績発表がなされたが、酪農部門の竹内知之さん（勝田郡勝北町）ほか３名に、県知

事賞、山陽新聞社賞がおくられた。 

（山陽新聞２月 25日） 

 

岡山県下で約 20％上がる 

昨年の農業労務者賃金 

 農村の労力不足とともに農業労務者の雇用賃金はますます高騰している。県農業会議の調べによると、昨年

の農業労務者雇用賃金は、前年に比べて主だった農作業で 20％前後値上りしており、県下の一般労働賃金の

上昇率 11.2％（岡山県統計課調べ）を大きく上廻っている。 

 とくに、農業従事者の減少が目立つ県南の兼業農村地帯の労賃が高く、県北の純農村地帯に比べ 20～30％

高くなっている。 

（山陽新聞３月４日） 

 

39 年度近代化資金 

融資目標の 76.5％ 

 岡山県は昭和 39 年度の農業近代化資金の融資承認をこのほど終ったが、融資実績は７億 6,469 万円で目標

額の 76.5％、一昨年度に比べて 17.2％減の結果となった。これは農畜産物価格の変動で、経営不振のため投

資が押えられたと考えられている。 

 畜産部門では、養鶏が 61.3％減、酪農が 31.7％減、牛舎も 57.4％減と大きく後退している。 

（日経新聞３月 10日） 

 

岡山県指導指標作成すすめられる 

 

 


